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グローバル化を標榜する国が、
女性活用では
世界から取り残された国に
なろうとしている。



職
場
を
1
年
で
も
離
れ
る
と
、

元
の
コ
ー
ス
に
は
戻
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
硬
直
化
し
た
仕
組
み
の
ま
ま
で
は

女
性
リ
ー
ダ
ー
は
増
え
な
い
。

カ
ギ
は
、
経
験
や
実
績
を
ゼ
ロ
リ
セ
ッ
ト
し
な
い

人
事
管
理
と
、
ス
ピ
ー
ド
。

新
卒
で
、
男
女
を
同
じ
人
数
だ
け
採
用
し
て
も
、

い
く
ら
託
児
所
を
設
置
し
て
も
、

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
な
い
。

日
本
企
業
で
、
女
性
が
活
か
さ
れ
な
い
理
由
と
は
？

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
、

世
界
1
0
5
位
。

な
ぜ
日
本
は
、
こ
こ
ま
で

後
れ
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

入
社
時
の
成
績
は
、
女
性
の
ほ
う
が
い
い
。

若
年
期
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
も
、
女
性
の
ほ
う
が
速
い
。

し
か
し
女
性
に
は
、

30
代
で
キ
ャ
リ
ア
の
停
滞
期
が
や
っ
て
く
る
。
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こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
上
の
制
約
は
、
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
の
な
か
で
上
を
目
指
し
て
い
く
競
争

に
参
加
す
る
に
は
致
命
的
で
す
。
日
本

の
人
事
シ
ス
テ
ム
で
は
、
仕
事
の
中
身
や

働
き
方
を
選
ば
な
い
こ
と
、
途
中
で
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
り
ブ
ラ
ン
ク
を
作
っ

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
休
み
の
な
い
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
続
け
ら
れ
る
人
材
で

あ
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
視
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

本
気
で
女
性
を
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
女
性
の
こ
う

し
た
キ
ャ
リ
ア
サ
イ
ク
ル
を
見
越
し
た
う

え
で
、
成
長
を
加
速
化
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
仕
事
以
外

の
要
素
の
制
約
が
少
な
い
入
社
直
後
に

飛
躍
的
な
成
長
を
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の

後
に
続
く
混
迷
の
時
期
に
も
、
歩
み
を

止
め
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
と
激
励
を
し

続
け
る
こ
と
、
戦
線
離
脱
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
だ
け
で
低
い

評
価
が
固
定
化
し
な
い
よ
う
に
、
仕
事

の
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
と
成
長
と
評
価
の
サ

イ
ク
ル
を
短
期
で
回
す
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

30
代
の
後
半
ま
で
、
絶
え
間
な
く
走
っ

て
い
け
る
男
性
だ
け
が
評
価
さ
れ
や
す
い

今
の
人
事
管
理
の
枠
組
み
を
大
き
く
変

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
多
く
の
日
本
企

業
が
、
女
性
が
今
以
上
に
活
躍

で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
導

入
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
大
企
業
の

ト
ッ
プ
は
、「
う
ち
の
会
社
に
は
女
性
差

別
は
も
う
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

は
嘘
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
今
ど
き
、

あ
か
ら
さ
ま
な
女
性
差
別
が
残
っ
て
い
る

職
場
は
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

出
産
・
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
手
厚
い

制
度
も
大
企
業
で
は
昨
今
、
か
な
り
整
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
配
属
や
仕
事
の
割
り
振
り
、

昇
進
や
昇
格
の
検
討
と
いっ
た
場
面
で
、

男
女
の
間
に
「
微
か
な
差
」
が
残
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た

差
は
、
女
性
へ
の
気
遣
い
と
し
て
発
露
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
管

理
職
に
な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る

か
」
と
問
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
家
庭
責

任
と
の
両
立
を
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る

女
性
へ
の
配
慮
と
し
て
な
さ
れ
る
質
問
な

の
で
し
ょ
う
が
、
通
常
、
男
性
に
は
こ
う

いっ
た
質
問
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
質
問
を
受
け
た
女
性
の

う
ち
半
数
が
躊
躇
を
見
せ
た
ら
、
そ
れ

だ
け
で
管
理
職
に
な
る
女
性
は
、
男
性

よ
り
も
ず
っ
と
少
な
く
な
る
の
で
す
。
こ

う
し
た
微
差
が
、の
ち
の
大
差
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

2
0
2
0
年
ま
で
に
指
導
的

地
位
に
お
け
る
女
性
比
率
を

30
%
に
。
こ
の
目
標
を
日
本
政
府
が
掲

げ
た
の
は
2
0
0
3
年
で
し
た
。
当
時
、

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
要
職
に

あ
っ
た
あ
る
人
物
は
、「
2
0
2
0
年
ま

で
17
年
。
17
年
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
社

会
人
に
な
る
女
性
た
ち
が
十
分
に
育
ち
、

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
わ

れ
た
の
で
す
」
と
そ
の
時
の
展
望
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
年
後
の

2
0
1
3
年
10
月
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
発
表
し
た
ジ
ェン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
で
日
本
は
1
0
5
位
。
前
年
か

ら
も
さ
ら
に
順
位
を
下
げ
ま
し
た
。
ま

企
業
の
採
用
担
当
者
は
、「
単
に

頭
の
良
さ
で
選
べ
ば
、
採
用
す

る
の
は
女
性
ば
か
り
に
な
る
」
と
言
い
ま

す
。
ま
た
、
若
年
期
に
は
、
往
々
に
し

て
女
性
の
ほ
う
が
高
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
場
を
読
む
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
能
力
の
お
か
げ
で
、
初

期
キ
ャ
リ
ア
で
の
活
躍
は
、
女
性
の
ほ
う

が
勝
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
女
性
に
は
、
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
育
児
と
い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
を
迎
え
る
時
期
が
す
ぐ
に
到
来
し

ま
す
。
こ
の
時
期
、
子
ど
も
を
持
つ
女

性
は
、
実
際
に
仕
事
量
を
減
ら
す
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
子
ど
も
を
持
た
な

た
、
従
業
員
規
模
1
0
0
人
以
上
の

企
業
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
比
率

は
、
2
0
1
2
年
現
在
、
６・９
％
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
2
0
2
0
年
ま
で
８
年
。

こ
の
数
字
を
30
%
に
ま
で
伸
ば
す
の
は

非
常
に
困
難
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

2
0
0
3
年
の
政
府
目
標
を
受
け
、
民

間
企
業
が
女
性
活
躍
推
進
に
注
力
し
始

め
た
の
は
2
0
0
6
年
頃
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
時
の
女
性
活
躍
推
進
は
、
女

性
が
出
産
・
育
児
を
経
て
も
職
場
を
去

ら
な
く
て
も
済
む
こ
と
に
力
点
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
定
着
」
の

推
進
で
あ
って
も
「
活
用
」
の
推
進
に
は

な
り
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
女
性
も
、「
い
つ
産
む
の
か
」「
キ
ャ
リ

ア
を
ど
う
す
る
の
か
」
と
悩
む
日
々
を

迎
え
、
結
果
と
し
て
仕
事
への
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
下
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
特
有
の
こ
う
し
た
混
迷
期
は
、

企
業
内
で
中
堅
と
し
て
活
躍
す
べ
き
時

期
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、

仕
事
を
通
じ
た
成
長
に
集
中
で
き
な
い

女
性
は
、
良
い
成
果
・
良
い
評
価
・
良
い

仕
事
機
会
を
少
し
ず
つ
逃
し
、
結
果
的

に
評
判
を
落
と
し
て
い
き
ま
す
。
30
代

後
半
に
訪
れ
る
、
管
理
職
登
用
の
時
期

に
は
、
能
力
不
足
・
経
験
不
足
・
覚
悟

不
足
と
評
さ
れ
、
選
抜
か
ら
も
れ
落
ち

て
し
ま
う
の
で
す
。



管理職登用

27歳

異動

26歳

出産・育休

24歳

異動

22歳

異動

18歳

27歳 26歳 24歳 22歳 18歳
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課
題
は「
ス
ピ
ー
ド
」。
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
は
、年
齢
と
の
競
争
。

女
性
特
有
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
乗
り
越
え
さ
せ
、
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
い
く
に
は
、
テ
ン
ポ
の
い
い
仕
事
の
割
り
振
り
と
働
き
続
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
で
す
。

学
生
時
代
か
ら
入
社
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
企
業
、
政
府
、
大
学
が
な
す
べ
き
16
の
支
援
、
施
策
を
こ
こ
に
提
案
し
ま
す
。

企
業	

	

　
　

	
	

	
	

	
	

　

	

　
　
　

政
府
・
大
学

12 リーダーシップ教育を
大学の必修科目に

入社後すぐにトップギアで走り出し、最初の5年間の成長をスピードアッ
プさせるためには、入社前すなわち大学生の間に、スタートダッシュの
準備を整えておく必要があります。具体的には、大学での必修教養
科目として、リーダーシップ、クリティカルライティング、インターンシップ
の 3 つを導入することを提案します。

15
ホワイトカラーの
労働時間を
2000時間に

日本では、年 2500 時間以上働くホワイトカラーの比率は 37.8%、
年 3000 時間以上も10.2％になります。ホワイトカラーが年間
2000時間働く社会にするためにどうやって生産性を高めるかを考え
る必要があります。2000 時間なら育児中の女性も「残業できない」
というハンデを課されずに働くことができるのです。

2 入社5年、
3部署の原則

20 代後半から多くのライフイベントが待ち構える女性に
は、計画的ジョブローテーションによって成長と経験を「先
取り」させることが欠かせません。入社後 5 年間は制
約が少なく、仕事に打ち込める期間。ここで異なる3
つの職務を経験できる、異動の設計が求められます。

5 長期を見据えた
キャリア研修の実施

リーダー職級に昇格した瞬間に、仕事と人生について長期的な
視点を持つためのキャリア研修の実施を提案します。偶発的なラ
イフイベントに翻弄されがちな女性には、早く覚悟を決め、仕事
人生はどうありたいと思うか、子どもをいつ産み、仕事との関係性
をどうとらえるかなどを戦略的に考える機会が必要です。

1
入社式で、
将来のリーダーへの
期待を表明

女性の管理職が少ない理由の１つは、「管理職になる覚悟ができ
ている人が少ない」こと。「すべての人にこの会社を率いてほしい」

「そのために成長を追求してほしい」という期待を、入社直後から
継続的に伝えていくことが、女性リーダー育成の第一歩です。

3 27歳で、
リーダー職級に

最初の 5 年間で3 つの異なる職務を経験することによっ
て、経験の幅を持った人材に成長していきます。そこで
出した実績や能力の伸びを測り、評価の高い順からリー
ダー職級に昇格させることが重要です。27 歳頃で行わ
れるこの昇格が、最初のリーダー選抜となります。

4
リーダー職級からは
プロジェクトリーダーで
経験値を増やす

リーダー職級に昇格しても、実際にはそれほど仕事内容に変化がないこ
とが多いようです。スピード感のある成長を望むならば、実際にプロジェク
トリーダーなど、チームや組織を率いる経験を積ませるべきでしょう。リー
ダー職級とは、チームプレイで仕事の成果を出すために必要なリーダーシッ
プを獲得する訓練を行う職級なのです。

18歳

大学入学

24歳

異動

22歳

入社・配属

26歳

異動

27歳
リーダー職級
に昇格



管理職登用

39歳

異動

37歳

異動

35歳

出産・育休

33歳

異動

31歳

異動

29歳

15.　年間労働を2000時間に

　15.　ホワイトカラーの労働時間を2000時間に

37歳 35歳 33歳 31歳 29歳

企
業	

	

　
　

	
	

	
	

	
	

　

政
府

次世代
リーダー候補へ
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8 育休MBAの
奨励

企業は、出産した女性社員が育児休業中に実施する学
習を、経験を補うものとして推奨し、キャリアの蓄積の 1
つの手段としてカウントします。フルパッケージの MBA だ
けではなく、会計、財務、マーケティング、リーダーシップ
などの講座の受講は、育児休業後、キャリアの幅を広げ
るツールになるでしょう。

29歳

異動

31歳
異動

33歳

妊娠・出産・
育休

37歳

管理職登用

35歳

復帰

14 家事・保育サービス
に産業革命を

日本の男性の家事参加率は世界最低水準ですが、それを急速に高
めることは難しいでしょう。このような状況のなかで、女性が仕事で男
性並みのパフォーマンスを発揮するには、シッターや家事代行の利用
コストのダウンや、保育所利用方法の多様化など、外部経済をうまく
活用する「産業革命」が必要です。

16 共働きを前提とした
社会への脱皮

「母親が平日昼間に家庭にいる」ことを前提としたあらゆる社会
慣習を、共働きを前提としたものに変更することです。そのうえで、
夫婦で長く、同程度に働き続けることに前向きになれるように、税
制や社会システムを転換することが必要です。

10 次世代リーダー候補は、
個別人事管理で鍛える

管理職になった後には、年齢や年限で管理される標準的なキャリアパスは不
要です。より高い職責を担いながら、専門性とリーダーシップを培い、企業
の幹部人材になっていくことを期待します。執行役員・取締役といった経営ボー
ド人材が、責任を持って次世代を任せるべき人を導き、育てる段階です。

11
優秀人材に
「期限付き再就職
オプション」を

女性のなかには、配偶者の転勤などのやむを得ない事情のた
めに退職せざるを得ない人もいます。現行の再雇用制度では、

「その人が優秀かどうか」を問う企業はほとんどありません。再
就職オプションを、将来リーダーになる可能性の高い人たちに
絞って提供し、優秀な人材の復活により、パイプラインを太くし
ます。

9 時間と場所に
縛られない働き方を

フルタイム＝1日平均 8 時間勤務で成果を出せるリーダーこそが
求められています。その上で働き方のフレキシビリティを高める必要
があります。在宅で働く時の制約をなくし、仕事の繁閑や家庭の
事情に合わせて労働時間の配分を決められる、新しいワークルー
ルを導入します。

6 「2年1単位」で
経験をモジュール化

2 年は、「プロジェクトのスタートから完結まで」「新しい部署への
異動ののち、仕事を覚え成果を出すまで」など、仕事の区切りと
して適当な長さです。これを1つの単位として異動のタイミングとミッ
ションを設定します。妊娠から子どもが 1 歳になるまでの約 2 年も、
1モジュールとして管理できるようになります。

7 標準5モジュールで
管理職へ

モジュール化ができたら、標準 5 モジュール、約 10 年で管理職に
登用するという標準的なキャリアパスを設計します。モジュールは、
仕事の経験を積むことはもちろん、MBA の取得や出産・育児に
適用することもできます。それによって、幅広い経験・知識を備え
た管理職を育成することが可能になります。

13 育休は
1年でいい

日本の育児休業制度は、世界でも類を見ないほど充実し
ており、1 年間でも世界から見れば非常に長いほうです。
現在以上に育休を長期化させると、蓄積してきた能力や
経験、人的ネットワークが陳腐化します。育児休業後に
すみやかに職場に復帰し、全力で仕事にチャレンジできる
環境を整えることが求められます。



入
社
式
で
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
へ
の

期
待
を
表
明
す
る

入
社
5
年
、
3
部
署
の
原
則

提言1

入社 5年までの成長スピードを
最速化するには？
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女
性
に
と
っ
て
、
仕
事
に
お
け
る

成
長
や
キ
ャ
リ
ア
の
蓄
積
は
、

常
に
時
間
と
の
競
争
で
す
。
20
代
後
半

か
ら
多
く
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
待
ち
構

え
て
い
る
女
性
に
は
、
成
長
と
経
験
を

「
先
取
り
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

多
く
の
人
に
と
っ
て
、
入
社
後
し
ば
ら

く
は
、
仕
事
以
外
の
世
界
か
ら
の
干
渉

や
制
約
が
最
も
少
な
い
期
間
に
な
り
ま

す
。
こ
の
入
社
か
ら
の
５
年
間
を
、「
成

長
の
加
速
期
」
と
し
て
有
効
利
用
し
た

い
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
入
社
か

ら
５
年
で
、
す
べ
て
の
社
員
に
最
低
３
つ

の
職
務
を
経
験
さ
せ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
計
を
提
案
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
入
社
５
年
で
２
回
も
異

動
す
る
社
員
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
人
に
と
っ
て
、
最
初
の
数
カ
月
は

多
く
の
企
業
が
、
女
性
の
管
理

職
が
少
な
い
理
由
と
し
て
「
管

理
職
に
な
る
の
に
必
要
な
能
力
や
経
験

を
持
つ
女
性
が
い
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
る

と
同
時
に
、「
女
性
で
、
管
理
職
に
な
る

覚
悟
が
で
き
て
い
る
人
が
少
な
い
」
と
言

い
ま
す
。

し
か
し
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
覚
悟
や
腹
を
く
く
る
と

い
う
の
は
、
自
分
が
「
期
待
」
さ
れ
て

い
る
と
い
う
確
信
が
な
け
れ
ば
、
生
ま
れ

る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
多
く
の
女
性

が
、「
会
社
は
女
性
に
は
期
待
し
て
い
な

い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
生
み
出
し
た
い
な
ら
ば
、
こ
れ
を
払
拭

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

最
初
の
期
待
表
明
に
絶
好
の
場
が
入

社
式
で
す
。
社
長
は
、
男
女
新
入
社
員

会
社
と
い
う
よ
り
も
社
会
人
生
活
そ
の

も
の
に
馴
染
む
期
間
で
し
た
し
、
仕
事

を
覚
え
る
の
に
半
年
程
度
の
猶
予
は
与

え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
成

果
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
数
年

間
は
、
そ
の
部
署
の
戦
力
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
、そ
う
簡
単
に
は
「
放

出
」
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、こ
の
ス
ピ
ー

ド
感
で
は
、
の
ち
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
る
人
材
の
成
長
速
度
と

し
て
は
遅
す
ぎ
る
の
で
す
。「
１
年
半
・

１
年
半
・
２
年
」「
１
年
・
２
年
・
２
年
」

と
いっ
た
テ
ン
ポ
で
、
中
身
の
異
な
る
職

務
を
経
験
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
５
年
で
３
部
署
」
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
配
慮
す
べ
き
は
、
女
性
社
員
の

配
属
先
で
す
。
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
よ
り

は
ミ
ド
ル
や
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
へ
、
少
し
だ

に
初
め
て
話
し
か
け
る
こ
の
場
で
、「
あ

な
た
た
ち
全
員
が
、
わ
が
社
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
こ
と
を
前
提
に
成
長
を
追
求
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
宣
言
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
期
待
を
、

節
目
ご
と
に
繰
り
返
し
継
続
し
て
伝
え

る
の
で
す
。
男
性
に
は
言
わ
ず
も
が
な
の

こ
と
だ
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
女
性

に
は
、
口
に
出
し
て
明
確
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
を
表
明
し
な
い
限
り
、
伝
わ
り

ま
せ
ん
。

経
営
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上

司
や
人
事
も
、
男
性
社
員
に
す
る
の
と

同
様
に
、
女
性
社
員
に
期
待
を
伝
え
続

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
実
際

に
、
将
来
の
わ
が
社
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
て
い
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
に
、

彼
女
た
ち
の
業
務
や
目
標
を
設
計
し
、

■入社後 5年間の成長を最大化させるOJTの例

5 年
（27 歳）

4 年
（26 歳）

3 年
（25 歳）

2 年
（24 歳）

1 年
（23 歳）

0 年
（22歳）

営業人材能力開発チーム 営業システム改革
プロジェクト 小企業営業

導
入
研
修
例 1

工場・調達コスト削減プロジェクト 本社・生産管理部 地方拠点・総務
導
入
研
修
例 2

5 年で 3 部署を経験させることを前提に、「（例１）1 年半・１年半・２年」「（例２）1 年・2 年・2 年」といった速いテンポで、中身の異なる、男性と同等の難易度の
職務を経験させたい。

け
難
易
度
の
低
い
顧
客
を
、
と
いっ
た
よ

う
に
、
配
属
に
あ
た
って
男
女
で
「
微
か

な
差
」
を
つ
け
て
い
る
企
業
は
少
な
か
ら

ず
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
ぶ
り
の

良
い
女
性
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
一カ
所

に
固
定
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
も
存
在
し

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
５
年
間
に
お
い
て
は
、

男
女
に
お
け
る
配
属
傾
向
と
異
動
時
期

の
差
を
完
全
に
な
く
さ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
微
差
こ
そ
が
、
の
ち

の
ち
、「
経
験
の
幅
が
狭
い
」「
社
内
に

人
脈
が
な
い
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
評
価
を

誘
引
す
る
か
ら
で
す
。

こ
の
５
年
に
限
ら
ず
、
伸
び
る
可
能
性

の
あ
る
人
ほ
ど
、
早
め
に
異
動
さ
せ
て
、

経
験
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
す
。

能
力
開
発
を
助
け
、
異
動
と
任
用
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
な

く
行
動
で
「
期
待
」
を
示
す
の
で
す
。

な
か
で
も
、
決
定
的
に
重
要
な
の
は

上
司
の
役
割
で
す
。「
考
え
方
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
」「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

の
知
見
が
な
い
」
と
い
う
言
い
逃
れ
は
で

き
ま
せ
ん
。
実
質
的
に
女
性
社
員
に「
会

社
か
ら
の
期
待
」
を
日
常
的
に
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
の
は
、
上
司
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
す
。

期
待
を
常
に
感
じ
続
け
る
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
バ
ネ
に
変
え

ら
れ
る
人
こ
そ
が
大
き
な
成
長
を
遂
げ

る
の
は
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。「
期
待
さ

れ
て
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
」
人
が
、
将
来

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
って
い
く
の
で
す
。

成
長
に
先
だ
っ
て
「
期
待
」
を
表
明
す
る
。
そ
の
後
も
期
待
を
常
に
先
行
さ
せ
る
。

計
画
的
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
成
長
と
経
験
を
「
先
取
り
」
さ
せ
る
。

提言2



リ
ー
ダ
ー
職
級
か
ら
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で

経
験
値
を
増
や
す

入社 5年までの成長スピードを
最速化するには？
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■リーダー職級への昇格の流れ（例）

5年
（27 歳）

4年
（26 歳）

3年
（25 歳）

2年
（24 歳）

1年
（23 歳）

0年
（22歳）

営業人材能力開発チーム
営業システム改革
プロジェクト

小企業営業
導
入
研
修

Point 新しい職務でのゴール、能力開発の設計を、本人・上司間の共通認識に

Point ミッションを達成し、能力を獲得したかをチェック

Point 5 年 3職務の成果と能力を総合的にアセスメントし、リーダー職級に昇格させる

提言3
5
年
間
の
実
績
と
能
力
伸
長
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
早
期
か
ら
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
任
せ
る
。

入
社
直
後
の
５
年
は
、
主
に
１
メ

ン
バ
ー
と
し
て
仕
事
で
成
果
を

出
し
て
き
た
は
ず
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
職

級
に
昇
格
し
た
人
材
に
は
、
実
際
に
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
仕
事
を
ア
サ
イ
ン
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

課
長
の
も
と
で
何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
を

ま
と
め
る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ

る
、
自
分
の
所
属
す
る
部
や
グ
ル
ー
プ
だ

け
で
は
完
結
し
な
い
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
に
任
用
さ
れ
る
、
と
いっ
た
仕
事
機

会
を
通
じ
て
、
単
独
プ
レ
イ
で
は
な
く
、

チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
仕
事
の
成
果
を
出
す
た

め
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
す

る
訓
練
を
開
始
す
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
職

級
な
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
す
な
わ
ち
、「
他

最
初
の
５
年
間
で
３
つ
の
異
な
る

職
務
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
社
員
が
、
あ
る
程
度
の
経

験
の
幅
を
持
っ
た
人
材
に
成
長
し
ま
す
。

同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
ど
の
程
度
達
成
し
た
の
か
を
評
価

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
力
の
あ
る
社
員

は
誰
な
の
か
が
わ
か
って
き
ま
す
。
入
社

後
５
年
が
経
過
す
る
頃
（
大
卒
で
27
歳

頃
）
を
め
ど
に
、
実
績
の
高
い
人
か
ら
順

に
リ
ー
ダ
ー
職
級
に
昇
格
さ
せ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
実
質
的
な
最
初
の
選
抜
で
す
。

現
在
で
も
20
代
の
後
半
に
資
格
等
級
が

上
が
る
企
業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

同
期
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に
ほ
ぼ
一
斉

に
昇
格
と
い
う
の
が
実
態
で
し
ょ
う
。
長

期
雇
用
を
前
提
と
し
た
企
業
社
会
の
な

者
の
力
を
借
り
て
チ
ー
ム
の
目
的
を
達

成
す
る
力
」で
す
。
往
々
に
し
て
女
性
は
、

「
単
独
で
成
果
を
出
す
の
は
得
意
だ
が
、

人
を
う
ま
く
使
って
よ
り
高
い
成
果
を
出

す
の
は
不
得
意
」
と
考
え
ら
れ
が
ち
で

す
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
女
性
が
、

こ
う
し
た
先
入
観
を
も
と
に
「
コ
ツ
コ
ツ

と
」「
着
実
に
」
成
果
を
出
す
人
材
と

し
て
、
企
業
内
で
単
独
プ
レ
イ
の
仕
事

を
任
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
女

性
た
ち
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
そ
う
し

た
「
女
性
が
成
果
を
出
し
や
す
い
」
仕

事
で
、
女
性
た
ち
を
甘
や
か
し
て
お
く

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
リ
ー
ダ
ー
職
級
に
な
っ
た
人
が
実
際

に
仕
事
上
の
リ
ー
ダ
ー
経
験
を
通
じ
て

か
で
は
、
こ
こ
で
社
員
間
の
差
を
表
面
化

さ
せ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
生
む
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
段
階
か
ら
少
し
ず
つ
絞
り
込
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
の
昇
格
要
件
に
は
、
５
年
間

で
成
果
を
出
せ
た
か
ど
う
か
、
成
果
を

出
す
力
を
獲
得
し
た
か
ど
う
か
、
だ
け

を
用
い
ま
す
。「
つ
い
最
近
結
婚
し
て
も

う
す
ぐ
子
ど
も
を
産
み
そ
う
だ
か
ら
」

「
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
に
悩
ん
で
い
る
様

子
だ
か
ら
」
と
いっ
た
要
素
を
昇
格
の
判

断
基
準
に
持
ち
込
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

純
粋
に
実
力
だ
け
を
評
価
す
れ
ば
、
こ

の
段
階
で
の
昇
格
者
に
お
け
る
男
女
比

は
、
入
社
時
の
男
女
比
と
ほ
ぼ
同
じ
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
し
て
い
く
」
こ

と
が
最
重
要
目
的
な
の
で
す
か
ら
、「
女

性
は
人
を
う
ま
く
使
え
な
い
」「
感
情

的
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
先
入
観
で
、

リ
ー
ダ
ー
を
や
ら
せ
な
い
の
で
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
不
慣
れ
な
環
境
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
手
痛
い
失
敗
を
経
験
し
な

が
ら
だ
と
し
て
も
、
将
来
の
た
め
に
、
今

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
段
階
で
も
、や
は
り
上
司
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
は
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
本
人

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
長
所
と
欠
点
を
把

握
し
、
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
ご
と
に
、
長
所

を
伸
ば
し
、
欠
点
を
改
善
さ
せ
る
よ
う

な
能
力
開
発
目
標
を
セ
ッ
ト
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
男
女
比
が
大
幅
に
狂
う
と
し

た
ら
、
そ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
配
属
や

仕
事
機
会
の
提
供
の
仕
方
が
悪
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
昇
格
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
成
果
以
外
の
要
素
を
気
づ
か
ぬ
間

に
組
み
込
ん
で
し
ま
って
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
点
を
再
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

最
初
の
５
年
間
で
、
単
独
で
の
成
果

の
出
し
方
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

役
割
期
待
に
応
え
る
方
法
を
学
習
し
獲

得
し
た
人
材
は
、
次
に
「
他
者
を
率
い

て
成
果
を
出
す
方
法
」
を
学
ば
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
仕
事
の
ア

サ
イ
ン
メ
ン
ト
を
受
け
る
準
備
が
整
っ
て

い
る
と
認
め
る
こ
と
を
示
す
の
が
、
リ
ー

ダ
ー
職
級
への
昇
格
な
の
で
す
。

実
際
に
リ
ー
ダ
ー
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
開
発
す
る
。

27
歳
で
、
リ
ー
ダ
ー
職
級
に

提言4

１年から２年で異なる部署へ異動する。移動の最初の段階で、職務の内容と達成すべきゴールを確実に設定。次の異動前にその達成度とそれによってどのような能力を獲
得したかをきちんと測る。



リ
ー
ダ
ー
職
級
以
降
の
人
事
管
理

は
、
約
２
年
を
１
単
位
と
し
て
、

単
位
ご
と
に
異
動
と
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
設
定
す
る
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
で
行
って
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

新
入
社
員
が
管
理
職
に
な
る
ま
で
の

15
年
前
後
を
、
区
切
り
の
な
い
１
本
の

道
と
考
え
る
現
在
の
日
本
の
人
事
管
理

の
仕
組
み
は
、
２
つ
の
理
由
で
女
性
を

リ
ー
ダ
ー
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
阻
ん
で

い
ま
す
。
１
つ
に
は
、
計
画
的
か
つ
効
率

的
な
能
力
開
発
と
経
験
の
拡
大
を
さ
せ

づ
ら
い
こ
と
、
も
う
１
つ
は
、
出
産
や
育

児
で
１
年
で
も
職
場
を
離
れ
た
場
合
に
、

「
15
年
間
フ
ル
に
参
加
し
て
い
な
い
」
こ

と
を
理
由
に
、管
理
職
を
選
抜
す
る
テ
ー

ブ
ル
か
ら
ふ
る
い
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。

女
性
が
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
環

境
変
化
を
最
も
受
け
や
す
い
時

期
が
到
来
す
る
前
に
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

に
対
す
る
長
期
的
展
望
を
持
つ
こ
と
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
職
級
昇
格
の
直

後
に
、
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
実
施
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

多
く
の
女
性
は
、
結
婚
・
出
産
と
い

う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
い
つ
到
来
す
る
か

わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
働
き
方
や
仕
事
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
程
度
を
決
め
な
い
ま

ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
長
期
的
な
キ
ャ
リ

ア
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
放
棄
し
、
コ

ト
が
起
こ
っ
た
ら
柔
軟
に
対
処
す
る
と
い

う
、
状
況
適
応
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
女
性
は
リ
ー
ダ
ー
に
な

「
15
年
間
続
く
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
途
中

で
歩
い
た
ら
即
脱
落
）」
と
い
う
現
在
の

設
計
か
ら
、
提
言
２
の
方
法
で
「
最
初

の
５
年
」
を
ま
ず
切
り
離
し
ま
す
。
次

の
10
年
も
一
本
道
と
し
て
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、「
２
年
ご
と
に
異
な
る
試
合

会
場
で
行
わ
れ
る
短
距
離
競
走
」
の
集

積
だ
と
考
え
る
の
で
す
。

２
年
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト

か
ら
完
結
」「
新
し
い
部
署
へ
の
異
動
の

の
ち
、
仕
事
を
覚
え
成
果
を
出
す
ま
で
」

と
い
う
よ
う
に
、
仕
事
の
区
切
り
と
し
て

適
当
な
長
さ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、「
妊

娠
か
ら
出
産
、
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る

ま
で
」
も
約
２
年
の
長
さ
で
す
。
２
年

を
１
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
区
切
る
と
、
妊

娠
・
出
産
・
育
休
も
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
１
つ

と
し
て
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

る
こ
と
に
対
し
て
腹
を
く
く
れ
な
い
で
い

る
と
も
い
え
ま
す
。27
歳
の
こ
の
時
期
に
、

「
当
た
り
前
の
よ
う
に
管
理
職
に
な
る
」

と
決
め
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
を
前
提
に
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
時
の
準
備
を
整
え

る
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
仕
方
も
で
き

る
の
で
す
。

こ
の
研
修
で
は
、
た
と
え
ば
子
ど
も

が
い
な
い
場
合
、
１
人
の
場
合
、
２
人
の

場
合
、
と
条
件
を
変
え
て
出
産
の
前
後

で
仕
事
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
変
え
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
子
育
て
に
か
か
る
費
用
は

い
く
ら
な
の
か
、
出
産
後
の
数
年
を
時

間
短
縮
勤
務
で
働
く
場
合
と
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
く
場
合
で
得
ら
れ
る
給
与
や
仕
事

機
会
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
と
いっ
た

こ
と
を
シ
ミ
ュレ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
仕
事

こ
う
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
経
験
を

２
年
程
度
の
長
さ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

と
ら
え
、
１
モ
ジ
ュ
ー
ル
ご
と
に
異
動
・

任
用
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
獲
得
す
べ
き
能
力

の
設
定
、
成
果
の
確
認
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
成
長
の
サ
イ
ク
ル
を
凝
縮
し
、
高

速
で
幅
広
い
経
験
を
積
む
こ
と
を
可
能

に
す
る
の
で
す
。

２
年
ご
と
に
新
し
い
仕
事
、
ミ
ッ
シ
ョン

を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
よ
く
知
っ

た
居
心
地
の
良
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
手
慣

れ
た
仕
事
を
こ
な
す
と
いっ
た
「
余
裕
」

の
あ
る
働
き
方
は
で
き
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
個
人
に
と
っ
て
は
、「
息

を
つ
く
暇
も
な
い
」
目
ま
ぐ
る
し
さ
に
な

り
ま
す
が
、
女
性
を
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
る

つ
も
り
な
ら
ば
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要

な
の
で
す
。

機
会
の
変
化
は
、
そ
の
後
の
能
力
の
伸
長

や
、
管
理
職
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
に
も

影
響
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
得
ら
れ
る

報
酬
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
、
と
いっ
た

こ
と
も
想
定
さ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
１
０
０
％
満
足
で
き
る
同
性
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
ど
こ
に
も
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
の
も
、
こ
の
研

修
の
目
的
の
１
つ
で
す
。
今
、
既
に
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
い
る
女
性
た
ち
が
置
か
れ

て
き
た
環
境
と
、
こ
れ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に

な
ろ
う
と
す
る
27
歳
の
女
性
た
ち
が
置

か
れ
て
い
る
環
境
は
ま
っ
た
く
異
な
る
か

ら
で
す
。

「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
な
ど
い
な
い
」
こ
と
を

前
提
に
、
自
分
た
ち
こ
そ
が
道
を
作
って

い
く
の
だ
と
、
発
想
を
転
換
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

管
理
職
昇
進
を
目
指
し
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
集
中
す
る
時
期
の
キ
ャ
リ
ア
を
2
年
単
位
で
乗
り
切
る
。

提言6

出産でキャリアがゼロリセットされない、
人事制度とは？

12提案　女性リーダーをめぐる日本企業の宿題13

「
2
年
1
単
位
」で

経
験
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

提言5

■ 2年を 1単位としたモジュールを活用した育成モデル

管理職登用 リーダー職級昇格

営業統括部
企画課長

営業統括部
次世代

プロジェクト
リーダー

営業統括部
企画グループ

リーダー

人事部
中途採用グループ

リーダー

人事部
能力開発チーム

リーダー

営業統括部
能力開発チーム

リーダー

2 年 2 年 2 年 2 年 2 年

リーダー職級に昇格した後、2 年 1 モジュールとしてテンポよく異動。多様な経験の蓄積と能力の獲得によって、30 代で管理職を目指す。

長
期
を
見
据
え
た

キ
ャ
リ
ア
研
修
の
実
施

偶
発
的
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
翻
弄
さ
れ
が
ち
な
女
性
に
、
戦
略
的
か
つ
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
展
望
を
持
た
せ
る
。



リ
ー
ダ
ー
職
級
以
降
の
職
務
経
験

を
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
管
理
す
る
形
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
５
モ
ジ
ュ
ー
ル

で
管
理
職
に
登
用
す
る
と
い
う
標
準
的

な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
設
計
し
ま
す
。
27
歳

で
リ
ー
ダ
ー
職
級
に
な
っ
た
人
で
あ
れ
ば
、

５
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
約
10
年
、
つ
ま
り
37
歳

が
１
つ
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
５
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
有
効
に
使
え
ば
、
30
代
の
う
ち
に
、

幅
広
い
仕
事
経
験
と
高
い
実
行
力
を
備

え
た
管
理
職
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

た
だ
し
、
５
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
条
件

を
硬
直
的
に
と
ら
え
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
く
標
準
的
な
人
が
５
モ
ジ
ュ
ー

ル
で
管
理
職
に
な
り
ま
す
。

各
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
高
い
成
果
を
出
し
続

け
た
人
や
、
あ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
高
い
成
長
を
遂
げ
る
経
験
を
し

た
人
で
あ
れ
ば
、
４
モ
ジ
ュ
ー
ル
や
３
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
の
管
理
職
登
用
も
あ
り
得
ま

す
。
１
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
出
産
と
育
児
に
充

当
し
た
女
性
の
場
合
、
そ
の
ほ
か
に
仕

事
で
５
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
経
験
し
、
計
６
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
昇
進
す
る
こ
と
が
標
準
型
で

す
が
、
経
験
し
た
仕
事
の
内
容
と
成
果

に
よ
っ
て
は
、
職
務
経
験
と
し
て
は
４
モ

ジ
ュ
ー
ル
だ
け
で
の
昇
進
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
考
え
方
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
産
な
ど
に
よ
る
一

時
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
を
、
た
だ
ち
に

戦
線
か
ら
の
離
脱
と
み
な
す
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
、
こ
れ
ま

で
対
象
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
女
性

を
、
管
理
職
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
ど
ん

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
任
さ
れ
、
ど
の
程
度
の

成
果
を
出
し
た
の
か
、
そ
の
結
果
と
し

て
ど
の
よ
う
な
能
力
・
知
識
・
経
験
を

獲
得
し
た
の
か
、
そ
し
て
複
数
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
並
べ
た
時
に
経
験
の
幅
・
多
様
性
が

担
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
本

人
の
専
門
分
野
と
い
え
る
も
の
が
定
ま
っ

た
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判

断
す
る
こ
と
で
す
。

多
く
の
日
本
企
業
で
は
、
実
質
的
に

意
思
決
定
を
行
う
リ
ー
ダ
ー
は
40
代
で

す
。
５
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
質
の
高
い
経
験
と

実
績
を
積
ん
で
、
30
代
の
う
ち
に
管
理

職
に
登
用
さ
れ
た
人
た
ち
の
な
か
か
ら
、

40
代
の
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
て

く
る
の
で
す
。

出
産
し
た
女
性
社
員
が
育
児
休
業

中
に
実
施
す
る
学
習
を
、
仕
事

経
験
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
推
奨
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
リ
ア
の
蓄
積

の
１
つの
手
段
と
し
て
認
識
す
る
の
で
す
。

特
に
育
児
休
業
の
終
盤
は
、
子
ど
も

の
生
活
に
も
一
定
の
リ
ズ
ム
が
で
き
、
母

親
自
身
も
子
ど
も
の
い
る
生
活
に
慣
れ

て
く
る
の
で
、
そ
こ
に
学
習
の
時
間
を
組

み
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
E
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
活
用
し

て
、
企
業
経
営
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
集

中
的
な
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ス
ム
ー
ズ
な
職
場
復
帰
に
も
つ
な
が
り
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
知
見
を
補
完

す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
２
つ
の
成
果
を
得

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
学
習
の
成
果
を
、

個
人
の
能
力
の
１
つ
と
し
て
記
録
し
、
費

用
を
支
援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

一方
、
こ
う
し
た
育
児
休
業
中
の
学
び

の
促
進
は
企
業
だ
け
の
役
割
に
は
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
大
学
は
短
期
で

習
得
で
き
る
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
向
け
の

講
座
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
M
B
A
に
な

る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
は
、フ
ル
パッ

ケ
ー
ジ
の
M
B
A
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
計
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
法
務
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
講

座
は
、
実
務
に
お
け
る
経
験
不
足
を
補

い
た
い
と
い
う
企
業
人
の
受
講
ニ
ー
ズ
が

十
分
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
単
科

や
科
目
群
だ
け
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
履
修

が
可
能
に
な
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
や
自
治
体
は
、
こ
う
し
た

学
習
に
対
し
て
教
育
訓
練
給
付
金
の
割

り
増
し
給
付
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
１
週
間
に
１
〜
２
回
、

あ
る
い
は
あ
る
一
時
期
に
集
中
し
て
ス

ク
ー
リ
ン
グ
す
る
、と
い
う
学
習
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も

急
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
時
点

で
は
、
特
に
首
都
圏
で
は
、
保
育
園
は

超
満
員
で
、一
時
預
か
り
保
育
は
ほ
と
ん

ど
有
名
無
実
の
仕
組
み
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

求
職
中
の
母
親
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
母

親
た
ち
と
同
じ
く
、
大
学
や
大
学
院
で

の
学
習
を
希
望
す
る
母
親
に
も
開
か
れ

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

育
児
休
業
期
間
を
学
習
機
会
に
。
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
復
職
さ
せ
る
。

提言8

出産でキャリアが
ゼロリセットされない、
人事制度とは？

成果

年数
次世代リーダーに必要な成果の量
（標準5モジュール）

■標準 5モジュールの考え方

2年

2年

2年 ワークライフバランス・
ジョブで成果は半減

2年 育児休業

2年

【標準型】 【育休取得例】

モジュールは、仕事、出産・育児、大学院での学びなど、さまざまな
使い方ができる。標準は 5 モジュールだが、成果が大きければ、早い
段階での管理職昇進もあり得るように評価と異動・昇格の仕組みを設
計。つまり、成果を十分に出すことで、仕事 4 モジュール、妊娠・出産・
育児で 1 モジュールの計 5 モジュールでも管理職に昇進できる。
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標
準
5
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
管
理
職
へ

提言7
2
年
×
5
モ
ジ
ュ
ー
ル
＝
10
年
。妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
１
モ
ジ
ュ
ー
ル
使
っ
て
も
、30
代
の
う
ち
に
管
理
職
へ
。

■育児休業中の学び直し促進策

大学・専門学校

・職業能力に直結するプログラムの開発
・能力認定としてのディプロマ（修了証書・単位取得証書）の発行

企業

・開発すべき能力・スキルの明確化
・学習による知識習得を経験値に換算する仕組みの整備
・学費などへの補助

保育

・週に 1 ～ 2 回、学期間のみといったフレキシブルなニーズへの対応

国・自治体

・管理職・専門職の職業能力基準の整備
・学費などへの補助

育児休業期間中に大学や専門学校などを活用し、その後のキャリア展開に必要な能力を
獲得するには、企業、国・自治体の支援や、保育サービスの変革が欠かせない。

育
休
M
B
A
の
奨
励



女性を、いかに
エグゼクティブに育てるか？
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■執行役員クラスによる個別人材管理

役員

候補者

候補者

候補者

候補者

候補者 候補者

役員

役員 役員

役員

役員

執行役員以上による
人材開発会議

役員それぞれが10～30人の次世代リーダー候補の育成に責任を持つ。能力を獲得してきた女性が、
ここに普通に入ってくることが理想だ。

「
リ
ー
ダ
ー
は
長
時
間
労
働
や

残
業
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
。

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
な

い
」
と
す
る
考
え
方
か
ら
脱
却
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
フ
ル
タ
イ
ム
＝
１

日
８
時
間
の
勤
務
」
で
仕
事
を
完
結
さ

せ
成
果
を
出
す
こ
と
を
、
社
員
に
対
し

て
も
っ
と
要
求
す
べ
き
で
す
。

公
共
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
だ
け
で

８
時
間
勤
務
は
可
能
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

が
１
日
平
均
８
時
間
で
働
く
こ
と
が
基

本
に
な
れ
ば
、
育
児
期
間
中
の
女
性
で

も
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
可
能

性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。

あ
と
は
、
い
か
に
し
て
柔
軟
性
を
確

保
し
、
生
産
性
を
高
め
る
か
を
工
夫
す

る
こ
と
で
す
。
柔
軟
性
の
点
で
は
、ま
ず
、

在
宅
勤
務
の
活
用
の
可
能
性
を
高
め
ま

す
。
自
宅
か
ら
で
は
サ
ー
バ
ー
上
の
重
要

書
類
が
見
ら
れ
な
い
と
いっ
た
制
約
を
解

消
す
る
I
T
イ
ン
フ
ラ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

整
備
が
急
務
で
す
。

入
社
直
後
の
５
年
間
の
計
画
的

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
標
準

５
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
職
務
経

験
を
経
て
管
理
職
に
な
っ
た
後
は
、
年
次

や
年
限
で
の
管
理
は
廃
止
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

材
が
保
有
す
る
専
門
性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
ス
タ
イ
ル
が
、
そ
の
時
々
の
経
営
課
題

の
ど
の
部
分
を
担
え
ば
、
最
も
有
効
に

活
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
個

別
的
、
状
況
適
応
的
に
配
置
や
任
用
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、次
世
代
リ
ー

ダ
ー
候
補
と
し
て
の
選
別
が
ゆ
る
や
か
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
候
補
群
に
入
っ
た
人
材
は
、

よ
り
高
い
職
責
、
よ
り
難
易
度
の
高
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
将
来
の
経
営
ボ
ー
ド
と
し

女
性
の
な
か
に
は
、
配
偶
者
の
転

勤
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情

の
た
め
に
、
職
場
を
離
れ
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
な

か
に
は
、
高
い
意
欲
や
能
力
を
持
ち
、

将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
可
能
性
が

高
い
人
も
い
る
は
ず
で
す
。
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
を
増
や
し
た
い
な
ら
ば
、
こ
う
し
た

人
た
ち
に
「
再
就
職
オ
プ
シ
ョン
」
を
提

供
す
る
と
い
う
手
段
も
あ
り
ま
す
。

現
在
で
も
、
出
産
や
育
児
を
理
由
に

辞
め
た
人
を
再
雇
用
す
る
仕
組
み
を
持

つ
会
社
は
あ
り
ま
す
が
、「
そ
の
人
が
優

秀
か
ど
う
か
」
を
問
う
企
業
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
再
就
職

オ
プ
シ
ョ
ン
を
、
将
来
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

可
能
性
の
高
い
人
た
ち
に
絞
っ
て
提
供
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
辞
め
た
時
点
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
の
持
つ
経
験
や
知

識
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
劣
化
し
、

陳
腐
化
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
は
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無

期
限
の
も
の
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
退
職
ま
で
の
実
績
と
辞
め
る
事
情

な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
３
年
や
５
年

と
いっ
た
期
限
付
き
の
オ
プ
シ
ョン
に
す
る

べ
き
で
し
ょ
う
。

こ
の「
期
限
付
き
再
就
職
オ
プ
シ
ョン
」

を
ど
の
人
材
層
に
提
供
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
得
ま
す
。
最
も
広
く
対
象
を
と
ら
え

る
な
ら
、
リ
ー
ダ
ー
職
級
に
昇
格
し
た

人
全
員
に
期
限
３
年
の
再
就
職
オ
プ
シ
ョ

ン
を
渡
す
と
い
う
よ
う
な
基
準
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

も
っ
と
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
充
実
し
て
か
ら
で
あ
れ
ば
、
リ
ー
ダ
ー

職
級
昇
格
後
に
３
モ
ジ
ュ
ー
ル
ま
た
は
４

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
経
験
し
た
人
、
と
い
う
よ

う
に
、
そ
の
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
も

可
能
で
し
ょ
う
。

提言9
フ
ル
タ
イ
ム
×
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
。
時
間
を
最
大
限
に
有
効
活
用
で
き
る
働
き
方
を
整
備
す
る
。

次
に
、
月
間
や
年
間
の
労
働
時
間
を

決
め
、
仕
事
の
ピ
ー
ク
や
家
庭
の
状
況
に

合
わ
せ
て
日
々
の
労
働
時
間
を
自
由
に

設
計
で
き
る
「
コ
ア
タ
イ
ム
な
し
の
フ
ル
フ

レッ
ク
ス
勤
務
」を
一
段
進
歩
さ
せ
ま
す
。

仕
事
の
ピ
ー
ク
の
日
に
12
時
間
働
く
こ
と

も
あ
る
が
、
一
段
落
し
た
後
は
６
時
間

勤
務
を
２
日
続
け
る
と
い
う
形
で
、
週

単
位
・
月
単
位
で
勤
務
時
間
の
帳
尻
を

合
わ
せ
ら
れ
れ
ば
、
育
児
と
の
両
立
も

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
よ
り
拡
大
し
て
年

単
位
で
調
整
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
企
業

も
あ
り
ま
す
。
学
齢
期
の
子
ど
も
が
長

期
休
み
の
間
は
、
自
身
も
休
暇
に
あ
て

た
り
短
時
間
の
勤
務
に
し
て
、
子
ど
も

の
学
校
が
始
ま
っ
た
ら
時
間
を
延
ば
し
て

勤
務
す
る
、「
学
期
間
勤
務
」
と
い
う

て
必
要
な
能
力
を
鍛
え
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
人
材
の
成
長
に
責
任
を
持
つ

の
は
、
執
行
役
員
・
取
締
役
と
いっ
た
現

経
営
ボ
ー
ド
人
材
で
す
。
経
営
ボ
ー
ド

人
材
は
、
自
身
の
後
継
者
と
い
う
視
点

だ
け
で
は
な
く
、
全
社
に
必
要
な
人
材

と
い
う
視
点
で
、
次
世
代
と
そ
の
次
の

世
代
の
人
材
の
成
長
を
個
別
に
見
守
り
、

支
援
し
、
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
役
員
１
人
が
育
成
責
任
を
負
う
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
の
数
は
、
企
業
規
模
な

ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
10
〜
30
人
程
度

で
し
ょ
う
。

役
員
は
、
候
補
者
た
ち
の
配
置
や
任

用
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
な

く
、
候
補
者
た
ち
と
個
別
に
会
話
す
る

機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く
作
って
、
彼
ら

の
人
と
な
り
、
価
値
観
や
人
生
観
と
い

う
も
の
を
把
握
し
、
よ
り
高
い
見
識
を

身
に
つ
け
る
手
助
け
を
し
、
彼
ら
の
成
長

に
責
任
を
持
ち
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
こ
う
し
た
次
世
代
リ
ー

提言11
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
辞
め
て
し
ま
っ
た
優
秀
な
人
材
の
復
活
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
太
く
す
る
。

こ
こ
か
ら
先
は
十
人
十
色
の
成
長
・
成
熟
プ
ロ
セ
ス
。
水
先
案
内
人
は
役
員
・
取
締
役
。

優
秀
人
材
に
「
期
限
付
き

再
就
職
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
候
補
は
、

個
別
人
事
管
理
で
鍛
え
る

時
間
と
場
所
に

縛
ら
れ
な
い
働
き
方
を

ダ
ー
候
補
者
群
に
女
性
が
入
る
こ
と
は

稀
で
し
た
。
こ
の
提
言
書
の
こ
こ
ま
で
の

提
案
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
会
社

で
５
〜
10
年
の
う
ち
に
、
こ
の
プ
ー
ル
に

普
通
に
女
性
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
い
よ
い
よ
、
部
長
ク
ラ
ス
や

役
員
に
お
け
る
女
性
比
率
を
上
げ
る
段

階
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

提言10

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

育
児
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
立
場
の

女
性
は
、
時
間
が
い
か
に
希
少
資
源
で

あ
る
か
に
気
づ
き
、
生
産
性
を
高
め
る

努
力
を
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
変
化
を

と
ら
え
て
、
時
間
の
使
い
方
に
裁
量
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
時
間
外

労
働
な
し
で
も
重
要
な
仕
事
を
任
せ
ら

れ
る
は
ず
で
す
。

育
児
期
間
中
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
担
当

さ
せ
る
仕
事
の
難
易
度
を
下
げ
る
の
で

は
な
く
、
引
き
続
き
重
要
な
仕
事
を
担

当
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。



日
本
の
育
児
休
業
制
度
は
、
既
に

世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
充

実
し
て
い
ま
す
。
産
前
産
後
休
暇
を
超

え
た
休
業
が
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
国

は
、実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
す
。

そ
の
期
間
が
１
年
間
（
場
合
に
よ
っ
て
は

１
年
６
カ
月
）
と
い
う
の
も
世
界
的
に
見

て
非
常
に
長
い
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

も
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
で
も
、
子
ど
も
を

産
ん
だ
女
性
は
３
カ
月
以
内
に
職
場
に

戻
って
く
る
も
の
な
の
で
す
。

O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

と
フ
ラ
ン
ス
国
立
人
口
研
究
所
の
共
同
研

究
で
は
、
育
児
休
業
は
２
年
を
超
え
な

い
限
り
、
女
性
の
労
働
参
加
率
に
正
の

影
響
を
与
え
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に

な
る
と
逆
に
負
の
影
響
を
与
え
る
と
示

さ
れ
ま
し
た
。
長
す
ぎ
る
育
児
休
業
は
、

女
性
を
職
場
の
最
前
線
に
と
ど
め
る
こ

と
を
阻
害
す
る
の
で
す
。

３
年
間
も
職
場
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、

そ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
能
力
や
経

験
、
社
内
外
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す

ら
容
易
に
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
戦
線
離
脱
期
間
を
む
や
み
に
長
期

化
さ
せ
る
こ
と
は
、
復
帰
し
た
後
も
戦

力
外
通
告
さ
れ
た
ま
ま
塩
漬
け
に
な
る

リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
す
。
今
以

上
に
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
期
間
を

長
期
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
女
性
を
リ
ー

ダ
ー
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
と
は
矛

盾
し
ま
す
。

個
別
事
情
は
勘
案
す
る
と
し
て
も
基

本
的
に
育
児
休
業
は
１
年
間
。
そ
の
後
、

す
み
や
か
に
職
場
に
復
帰
し
、
安
心
し

て
再
び
全
力
で
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
も
重
要
な
の
は
、
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
保
育
園
に
、
確
実
に
、
何
月
か

ら
で
も
子
ど
も
を
入
園
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
保
育
園
に
入
る
た
め
に
出
産

前
か
ら
奔
走
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う

な
今
の
状
況
は
、
長
く
続
く
育
児
に
対

す
る
不
安
を
増
長
さ
せ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
は
、
病
中
・
病
後
保
育
設
備
の
拡

充
や
、
土
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
医
療

機
関
を
増
や
す
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
整
う
こ
と
で
、
１
年
の
育
児
休
業
を

取
得
し
た
後
の
女
性
が
、
安
心
し
て
、

自
信
を
持
って
職
場
に
復
帰
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

18提案　女性リーダーをめぐる日本企業の宿題19

■海外大学におけるリーダーシップ&
クリティカルライティング教育事例

米ペンシルベニア大学ウォートン・スクール

トータル・リーダーシップ・プログラム
リーダーシップを「自分の信念に基づくゴールに向かっ
て、他者を巻き込んで突き進んでいく力」とし、仕
事においても私生活においても、この力を体系立て
て、効果的に使えるように、学習とトレーニングで強
化することを目的としている。

米パイン・マナー・カレッジ（女子大）

センター・オブ・インクルーシブ・リーダーシップ

リーダーシップを「集団構成員が平等な立場で、自ら
持っているリーダー的な素質を伸ばしながら、全員で問
題の解決、物事の決定に参加していくこと」とし、す
べてのカリキュラムにおいて、この力を醸成するような
プログラムを組み込み、よりよい社会を作る人材の輩
出に努めている。

米プリンストン大学

ライティング・セミナー
すべての学部生は、春か秋にライティング・セミナー
を受講する必要がある。ライティングの教授法を身に
つけた教員による授業を通して、その後の大学生活
と社会生活で必要な「書く力」の基礎を獲得するこ
とを目的としている。

海外では、リーダーシップやクリティカルライティングなどを社会に出
る前に鍛え上げる。こうしたプログラム開発が、スタートダッシュをよ
り加速させるカギとなる。

働く女性のために
国、社会に何ができるか？

提言13
長
す
ぎ
る
育
休
は
キ
ャ
リ
ア
を
阻
害
す
る
。
両
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
こ
そ
が
課
題
。

育
休
は
１
年
で
い
い

提言12
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
入
社
直
後
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
。
準
備
万
端
で
入
社
し
て
も
ら
う
た
め
に
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を

大
学
の
必
修
科
目
に

スタートダッシュの準備を
大学でいかにさせるか？



ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
時
間

を
2
0
0
0
時
間
に
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２
０
１
２
年
の
日
本
の
雇
用
者
の

平
均
年
間
総
実
労
働
時
間
は

１
７
４
７
時
間
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
も

や
や
少
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は
パ
ー
ト
タ

日
本
の
男
性
の
家
事
参
加
は
、
１

日
あ
た
り
約
１
時
間
と
、
他
国

と
比
べ
て
か
な
り
低
水
準
で
す
が
、
こ
れ

は
一
朝
一
夕
に
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
外
部
経
済
の
活

用
に
よ
っ
て
女
性
の
家
事
・
育
児
の
負
担

軽
減
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

今
、ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
や
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
は
、
ご
く

一
般
的
な
家
庭
で
は
な
か
な
か
活
用
で

き
ま
せ
ん
。
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

が
、
首
都
圏
で
１
時
間
あ
た
り
２
０
０
０

〜
２
５
０
０
円
程
度
。
18
〜
20
時
の
２

時
間
、
月
10
回
利
用
す
る
と
月
４
万
〜

５
万
円
の
出
費
と
な
り
ま
す
。
食
事
づ

く
り
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
は
、
東
京
で
１
時
間
あ
た
り

３
５
０
０
〜
５
０
０
０
円
程
度
。
週
１
回

３
時
間
の
利
用
で
月
４・２
万
〜
６
万
円

に
も
な
り
ま
す
。
ご
く
普
通
の
家
庭
に

と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
気
軽

に
使
う
に
は
料
金
が
高
す
ぎ
る
の
で
す
。

ほ
か
の
産
業
に
先
駆
け
て
、
シ
ッ
タ
ー

や
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て

日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
税
・

社
会
保
障
制
度
か
ら
生
活
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
慣
習
に
至
る
ま
で
、
片
働

き
・
専
業
主
婦
家
庭
を
前
提
に
し
た
旧

来
型
モ
デ
ル
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
く
指
摘
さ
れ
る
１
０
３
万
円
や

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
約

17
万
人
の
シ
ッ
タ
ー
や
家
政
婦
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
入
国
し

て
い
ま
す
。
シ
ッ
タ
ー
や
家
政
婦
を
個
人

が
直
接
雇
用
し
、
彼
女
た
ち
の
た
め
の

特
別
な
ビ
ザ
も
存
在
し
ま
す
が
、
日
本

で
は
そ
も
そ
も
個
人
が
外
国
人
を
直
接

雇
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
人
材
派

遣
会
社
な
ど
に
よ
る
個
人
宅
へ
の
家
政

婦
・
シ
ッ
タ
ー
派
遣
で
す
。
こ
れ
を
可

能
に
し
て
、
た
と
え
ば
１
時
間
あ
た
り

１
５
０
０
円
で
シ
ッ
タ
ー
や
家
事
代
行
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
な
ら
、
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
で
き
る
家
庭
の
数
は
急
増
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

女
性
の
家
事
・
育
児
負
担
が
減
り
、

仕
事
に
集
中
で
き
る
時
間
と
精
神
的
余

裕
が
増
え
れ
ば
、
昇
進
と
と
も
に
よ
り

高
い
給
与
を
得
ら
れ
る
女
性
も
増
え
る

の
で
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
の
負
担
感
も
さ

ら
に
減
殺
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
で
な
く
て
も
仕
事

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
家
事
・
育
児

の
受
け
皿
を
産
業
と
し
て
整
備
す
る
体

制
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

イ
ム
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
、
い

わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
様
相
は
異

な
り
ま
す
。
正
社
員
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

男
女
に
限
って
み
る
と
、
週
50
時
間
（
年

２
５
０
０
時
間
）
以
上
の
長
時
間
労
働

者
割
合
は
37
・
８
％
、
ま
た
、
過
労
死

の
危
険
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
週
60
時
間

（
年
３
０
０
０
時
間
）
以
上
の
労
働
者

割
合
は
10
・
２
％
と
、
長
時
間
労
働
者

の
比
率
が
高
く
な
って
い
ま
す
。

日
本
の
企
業
社
会
で
は
、
正
社
員
は

フ
ル
タ
イ
ム
労
働
が
基
本
で
す
が
、
提
言

９
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
こ
こ
で
の
フ
ル

タ
イ
ム
と
は
１
日
８
時
間
／
週
40
時
間
の

こ
と
で
は
な
く
、「
何
時
間
で
も
残
業
が

可
能
な
こ
と
」「
オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
で
労

働
で
き
る
こ
と
」
と
ほ
ぼ
同
義
に
な
っ
て

し
ま
って
い
ま
す
。「
夜
を
徹
し
て
」「
終

電
が
な
く
な
る
ま
で
」
仕
事
を
す
る
こ

と
を
「
美
徳
」
と
す
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
悪
し
き
長
時
間
労
働
の
慣
習
を
な

ん
と
か
し
て
排
除
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
１
日
８
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
成
果
を
あ
げ
る
人
こ
そ

が
優
秀
な
人
材
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
、

私
た
ち
全
員
が
、
そ
ろ
そ
ろ
変
わ
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

１
年
に
、
休
日
や
年
次
有
給
休
暇

を
除
い
た
約
２
５
０
日
、
日
に
８
時
間

働
く
と
す
れ
ば
年
間
総
労
働
時
間
は

２
０
０
０
時
間
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

年
間
労
働
時
間
を
２
０
０
０
時
間
と
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
提
案
を
し
ま

す
。
労
働
時
間
を
抑
え
て
、
今
と
同
じ

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
す
る
に
は
何
を
す
る
べ

き
か
。
仕
事
中
に
削
減
で
き
る
ム
ダ
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
真
剣
に
検
討
し
、
女

性
を
含
め
た
す
べ
て
の
人
材
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
無
理
な
く
働
け
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。

１
３
０
万
円
の
壁
は
わ
か
り
や
す
い
例
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
が
平
日
の
日
中
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
母
親
が
平
日
昼

間
に
家
庭
に
い
る
」
こ
と
を
前
提
と
し

た
社
会
の
慣
習
な
の
で
す
。
共
働
き
の

多
い
ア
メ
リ
カ
で
は
小
学
校
な
ど
に
親
が

集
ま
る
時
は
19
時
ま
た
は
20
時
か
ら
、

親
が
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
土

日
を
中
心
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

日
昼
間
に
担
当
で
き
る
人
は
回
数
を
減

ら
す
な
ど
の
特
典
が
付
与
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
行
事
が
平
日
の
夜
や
土
日
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
父
親
が
学
校
や

地
域
社
会
と
か
か
わ
る
機
会
に
も
な
って

い
ま
す
。
銀
行
や
郵
便
局
や
役
所
の
ほ

と
ん
ど
が
平
日
昼
間
に
し
か
開
い
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
実
に
多
く
の
社
会
の
慣
習

が
「
平
日
昼
間
に
母
親
が
在
宅
し
て
い

る
家
庭
」
を
前
提
に
設
計
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
社
会
の
基
本
設

計
そ
の
も
の
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
女
性

を
増
や
す
こ
と
を
阻
害
し
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
女
性
が
働
い
て
仕
事
や
報
酬
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
は
、「
私
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
」
と
い
う
観
点
か
ら

も
重
要
で
す
。
単
身
者
は
も
ち
ろ
ん
家

庭
を
持
つ
人
で
あ
って
も
、夫
と
妻
が「
共

に
稼
ぐ
」
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や

リ
ス
ク
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
し
、
ど
ち
ら
か
が
転
職
や
起
業
を

志
し
た
り
、
大
学
で
学
び
直
す
と
いっ
た

こ
と
に
も
挑
戦
し
や
す
く
な
り
、
結
果

的
に
未
来
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

男
女
が
共
に
仕
事
で
輝
く
社
会
を
切

り
拓
く
た
め
に
、
旧
来
型
の
社
会
シ
ス
テ

ム
を
改
め
、
働
き
続
け
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

提言14
家
事
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
イ
ス
ダ
ウ
ン
で
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
。

フ
ル
タ
イ
ム
労
働

≠

オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
労
働
。
限
ら
れ
た
時
間
で
の
生
産
性
こ
そ
が
重
要
だ
。

妻
も
夫
も
同
程
度
に
働
く
社
会
を
前
提
に
、
古
い
社
会
制
度
と
社
会
の
慣
習
を
変
え
て
い
く
。

提言15

提言16

家
事
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
産
業
革
命
を

働く女性のために
国、社会に何ができるか？

共
働
き
を
前
提
と
し
た

社
会
へ
の
脱
皮



仕組みが変われば、女性が伸びる。
女性が伸びれば、企業も伸びる。

女性リーダー育成の仕組みは、やがて
全リーダー育成の標準モデルになる。
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女
性
を
リ
ー
ダ
ー
に
す
る
た
め
の
16
の

提
言
は
い
か
が
で
し
た
か
。

提
言
の
う
ち
、
１
か
ら
11
は
主
に
企

業
が
努
力
す
べ
き
こ
と
、
12
は
大
学
と
、

13
か
ら
16
は
政
府
と
と
も
に
取
り
組
む

べ
き
こ
と
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
女

性
の
活
用
が
日
本
の
成
長
戦
略
だ
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
・
政
府
・
大
学
の

そ
れ
ぞ
れ
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

女
性
の
活
躍
推
進
は
、
こ
こ
10
年
間

「
笛
吹
け
ど
踊
ら
ず
」
の
状
態
が
続
い

て
き
ま
し
た
。
大
企
業
で
女
性
を
も
っ

と
活
用
し
ま
し
ょ
う
と
言
う
と
「
う
ち

は
そ
れ
ほ
ど
困
っ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ

る
の
で
す
。「
優
秀
な
男
性
が
社
内
に
は

た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
女
性
を
わ
ざ
わ
ざ

活
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
困
っ
て

い
な
い
」
と
い
う
意
味
で
し
た
。
こ
の
発

言
に
は
、「
男
性
正
社
員
こ
そ
が
主
た
る

メ
ン
バ
ー
で
、
そ
れ
以
外
は
サ
ブ
メ
ン
バ
ー

で
し
か
な
い
」
と
い
う
日
本
の
雇
用
シ
ス

テ
ム
の
根
底
に
横
た
わ
る
考
え
方
が
隠
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
変
え
な
け

れ
ば
女
性
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
先

に
待
ち
受
け
る
外
国
人
優
秀
層
の
活
用

も
、
さ
ら
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
も
、

実
現
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
時
代
に
お
い
て
、
女

性
や
外
国
人
は
必
要
で
は
な
い
な
ど
と
、

い
つ
ま
で
も
言
って
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
こ
と
を
阻
ん
で
い
る
い
ち
ば
ん
大
き

な
原
因
は
、
日
本
企
業
で
は
「
オ
ー
バ
ー

タ
イ
ム
労
働
を
い
と
わ
な
い
、
十
数
年
続

く
フ
ルマ
ラ
ソ
ン
を
走
り
続
け
ら
れ
る
人
」

だ
け
が
正
式
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
実
態
に
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
ラ
イ
フ
イ
ベン
ト
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
の

中
断
が
予
想
さ
れ
る
女
性
に
は
、
入
社

当
初
か
ら
「
リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
な
い
人
材

群
」
と
い
う
無
意
識
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
提
言
で
は
、

そ
の
暗
黙
の
前
提
を
明
確
に
変
更
す
る

た
め
の
処
方
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
女
性
も
実
際
に
キ
ャ
リ
ア

の
中
断
が
あ
り
得
ま
す
か
ら
、
そ
の
期

間
分
の
「
ロ
ス
」
を
ど
こ
か
で
挽
回
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
提
言
で
は
、

そ
れ
を
、
出
産
や
育
児
の
前
に
し
て
お

く
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
全
体
を

通
じ
て
、「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
短
い
サ

イ
ク
ル
で
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
を
強
調
し

た
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

女
性
だ
け
で
な
く

男
性
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
も
有
効

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
提
案
は
、

実
は
、
女
性
に
対
し
て
の
み
有
効
な
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
社
当
初
か
ら
テ
ン
ポ
よ
く
計
画
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
経
験
を
積
ま
せ
、

短
期
間
で
「
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
、
実
際
の

職
務
を
通
じ
た
能
力
開
発
、
成
果
の
評

価
と
修
正
、
次
の
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
」
と

い
う
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
次
第
に
仕
事
の

サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て
い
く
や
り
方
は
、

企
業
が
計
画
的
に
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
の
に
最
も
適
し
た
方
法
だ
と
い
え
ま

す
。
実
際
に
、
世
界
中
の
多
く
の
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
は
、
優
秀
な
人
材
に
対
し
て
、

そ
の
人
の
成
長
の
た
め
に
最
も
適
し
た
仕

事
を
、「
本
人
が
つい
て
い
け
る
最
大
の
ス

ピ
ー
ド
で
」
与
え
る
、
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
提
言

で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
実
践
を
す
す
め
る
こ
と
と
同
じ

な
の
で
す
。

女
性
の
場
合
に
は
、こ
れ
ら
に
加
え
て
、

家
事
・
育
児
責
任
を
負
う
こ
と
か
ら
生

じ
る
い
く
つ
か
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
を
最
小
化

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
男

性
に
も
女
性
に
も
同
じ
よ
う
に
あ
て
は

ま
る
原
則
で
す
。

こ
の
提
言
で
主
張
し
た
一
連
の
施
策

が
、
女
性
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
い
と
本
気

で
願
う
企
業
で
実
践
さ
れ
れ
ば
、
ゆ
く

ゆ
く
は
そ
の
企
業
が
、
女
性
だ
け
で
な

く
男
性
も
含
め
た
リ
ー
ダ
ー
人
材
輩
出

企
業
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

日
が
や
っ
て
く
る
と
わ
た
し
た
ち
は
信
じ

て
い
ま
す
。

有
価
証
券
報
告
書
に

女
性
活
用
の
実
態
の
記
載
を

補
足
的
に
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

こ
と
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
い
く
つ
か
の

施
策
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
有
価
証
券
報
告
書
な
ど
に
女

性
活
用
の
実
態
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と

を
義
務
化
す
る
こ
と
は
、
女
性
活
躍
推

進
に
大
き
な
弾
み
を
与
え
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。
採
用
者
の
男
女
比
率
、
男
女

の
平
均
勤
続
年
数
、
管
理
職
に
占
め
る

女
性
比
率
、
役
員
に
占
め
る
女
性
比
率
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

資
料
に
掲
載
す
る
こ
と
を
義
務
化
す
る

だ
け
で
、
多
く
の
企
業
が
女
性
活
用
に

本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

同
様
の
施
策
は
既
に
韓
国
で
実
施
さ

れ
、
女
性
管
理
職
比
率
を
急
速
に
向
上

さ
せ
る
と
い
う
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
管
理
職
の
女
性
比
率
が

10
％
を
超
え
る
ま
で
は
、
各
企
業
は
達

成
時
期
を
明
確
化
し
た
数
値
目
標
を
掲

げ
、
早
急
な
実
現
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
か
ら
既

に
四
半
世
紀
が
経
過
し
ま
し
た
。
正
社

員
に
占
め
る
女
性
比
率
は
29
・
４
％
に
な

り
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
は
新
卒
採
用

に
占
め
る
女
性
比
率
も
増
加
し
て
い
る
と

い
う
下
地
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
10
％
は

十
分
達
成
可
能
な
目
標
の
は
ず
で
す
。

今
、
女
性
管
理
職
の
比
率
に
つい
て
数
値

目
標
を
持
つ
企
業
は
12
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
女
性
管
理
職
比
率
が
６
・

９
％
と
い
う
状
態
を
、
ま
ず
10
％
に
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
を
急
ぐ
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
経
営
学
者
ロ
ザ
ベ

ス
・
モ
ス
・
カ
ン
タ
ー
は
、
集
団
に
お
け

る
少
数
派
が
10
％
程
度
で
は
、
多
数
派

の
「
ド
ミ
ナ
ン
ト
＝
支
配
権
」
を
突
き

崩
す
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
少
数
派
が

存
在
感
を
示
し
多
数
派
に
影
響
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の
比
率

が
35
％
を
超
え
て
か
ら
だ
と
主
張
し
ま

す
。
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
意
思
決
定
に
多
様
性
を
取
り

込
み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
10
％
で
は
ま
だ

足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
課
長
レ
ベ
ル
の
初
級
管
理
職
の
比
率

で
10
％
と
い
う
目
標
は
、
早
急
に
達
成

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

15
年
後
、
女
性
管
理
職

比
率
は
33
・
６
％
へ

こ
の
提
言
で
説
明
し
て
き
た
取
り
組

み
を
実
施
す
る
と
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
は

ど
の
程
度
増
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一連
の
施
策
を
実
施
す
れ
ば
15
年
後
に

は
男
女
の
管
理
職
昇
進
比
率
は
同
率
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
前
提
に
リ
ク
ル
ー
ト

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
が
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

２
０
２
０
年
の
女
性
管
理
職
比
率
は
16
・

４
％
、
15
年
後
の
２
０
２
９
年
で
は
33
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。
遠
い
道
の
り
で
す

が
、
今
こ
の
時
点
で
企
業
が
変
わ
る
こ
と

を
決
意
し
、
国
と
教
育
機
関
が
サ
ポ
ー

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
れ
ば
、
個
人
も
ま
た

変
わ
り
始
め
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
って
、

男
性
も
女
性
も
仕
事
を
通
じ
て
輝
き
続

け
る
時
代
を
形
づ
く
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。




